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来賓祝辞

鎌倉市議会議長　中 村 聡 一 郎 氏

　皆様、こんにちは。鎌倉市議会議長の中村
でございます。開催地の市議会を代表いたし
まして、一言お祝いのご挨拶を申し上げさせ
ていただきます。
　本日は「第３回地域共生社会推進全国サミッ
トinかまくら」にお招きいただきまして、誠
にありがとうございます。この２年間、新型
コロナウイルスは私たちの生活に大きな影響
をもたらしました。本サミットにおかれまし
ても、昨年の延期を経て、オンラインによる
開催を新たにご準備され、無事開催の日を迎
えられましたこと、心からお喜び申し上げま
す。また、実行委員の皆様をはじめ、各団体
の皆様、そして関係者の皆様には、開催に当
たりまして大変なご尽力をいただきましたこ
と、改めて敬意と感謝の意を表すところでご
ざいます。
　鎌倉市は、共生社会の推進を掲げ、様々な
取組を進めさせていただいているところでご
ざいますが、私ども市議会といった立場から
も、行政とともに、誰もが安心して自分らし
く暮らすことのできる社会をつくるために邁
進をしているところではございますけれども、
今回のサミットを通じて全国の様々な取組を
知り、また新たなつながりを築くことができ

たらと、大いに期待をさせていただいており
ます。そして、今回のサミットが地域共生社
会への理解をますます深め、全ての人が住み
慣れた地域で自分らしく生活できる地域共生
社会の実現に大きく寄与することを期待させ
ていただきたいところでございます。
　最後に、皆様方のご健勝、ご多幸、そして
さらなるご活躍をご祈念申し上げまして、私
からのお祝いのご挨拶とさせていただきます。
本日はおめでとうございました。
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基 調 講 演

令和 3年 11月 18日（木）11：00～ 12：00

安心安全なデジタル社会の創成
村井　純 氏　慶應義塾大学教授
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基 調 講 演

令和 3年 11月 18日（木）11：00～ 12：00

安心安全なデジタル社会の創成
村井　純 氏　慶應義塾大学教授

　慶応大学の村井です。よろしくお願いいた
します。今日は、「第３回地域共生社会推進全
国サミットinかまくら」に呼んでいただいて
大変感謝をしております。楽しみにしており
ました。よろしくお願いいたします。
　今日の私の講演タイトルは「安心安全なデ
ジタル社会の創成」です。2020年から2021
年にかけて私たち人類は、歴史的な経験を共
有しました。新型コロナウイルス感染症のグ
ローバルパンデミックでさまざまな状況が一
変するなかで、デジタル社会の推進は、一つ
の大きな側面と言えます。日本では2000年
からIT戦略というものを進めてきました。そ
れからちょうど20年経ち、これを見直そう
という準備をしていたところで、私たちは
COVID-19という経験をしました。その中で、
ご存知のように昨年と今年とたくさんの動き
が出てまいりました。デジタル社会というテー
マでも、いろいろな反省も踏まえて、新しい
社会を創成しようという動きが世界中で非常
に大きくなっています。特に日本はDX（デジ
タルトランスフォーメーション）において大
きな進展や動きがあり、体制が整ったという
ことが言えると思いますので、その辺りを中
心に、今日はお話しさせていただきたいと思
います。
　スライドに従って、お話をさせていただき
ます。

　私は、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス
（SFC）に、1990年の創立から30年間務めて
おりました。SFCは藤沢にありますので鎌倉
とは距離も近く、SFCでの活動では、鎌倉と
の関係が大変深くなっております。鎌倉市と
SFCとで包括的な協定を結ばせていただいた
「創造みらい都市かまくら」プロジェクト。産
学官民が協力し鎌倉をまちぐるみで学びの場
にしていく、みんなが創造的にアプローチで
きるということを一緒にやっていこうという
プロジェクトを推進しています。私どもSFC
は社会の中でデジタルテクノロジーがどのよ
うに使われていくのかということを30年間
ずっと研究してきましたが、そういった成果
を生かして、新しい形でのみらい都市をつくっ
ていく。そういったことをSFCの田中浩也さ
んの研究室を中心に展開をしているというこ
とでございます。
　そういう意味でも、鎌倉市には大変お世話
になっておりますが、私からの話は、根本的
な「デジタル社会とは」というところから始
めさせていただきたいと思います。デジタル
という言葉は、指を折る、物を数えるという
意味ですから、デジタル社会というのは、数
字や数値のテクノロジーを背景にした社会と
いうことになります。何か冷たい感じがする
かもしれません。デジタルというと「１と０
なんじゃないの」と言われる方がよくいらっ
しゃいますが、デジタルは「digit」すなわち
数値であるというだけの意味で、１と０しか
ない世界を表しているわけではありません。
デジタルになると、全てのメディアや表現を
数値であらわすことができます。文字や映像、
音声なども数値であらわすことができます。
我々の身の回りにあるCDやスマホ、デジタ
ルカメラがそうですよね。その他にもさまざ
まなものをデジタルで表現することができる
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ようになりました。
　数字になれば計算できるようになりますの
で、計算機、コンピューターが活躍をします。
コンピューターが社会の中で普及して、それ
らをつなぐインターネットも広まりました。
20年前にIT政策を始めたときは、インター
ネットが誰でも使えるような国にしよう、と
いう理念が語られていました。でも今は全て
の人にとってインターネットが使えるのは当
たり前になってきています。それを前提にし
た社会とはなんでしょうか。IT、ICT、デジ
タルといろいろな言葉を使ってはいますが、
その言葉の意味よりも大事なことは、それを
前提にした私たちの生きている社会。人間が
一人一人支え合う社会。その社会がどのよう
なものであるか、ということだと思います。
インターネットが出現して、コンピューター
をつないでデジタルデータが流通するように
なる。これがデジタル社会の技術的な背景で
はありますが、この上には社会ができます。
それは人間の責任ですよね。人間が社会をつ
くっていくのです。まさに今日のテーマでは
ないかと思います。
　インターネットが人類で最初に成就したこ
とがあります。それは全人類が直接つながる
国境のない初めての空間、地球上で一つの空
間をつくったということです。インターネッ
トは英語で「the Internet」と書きます。「the」
という定冠詞と、キャピタライズした「I」、I
が大文字ですよね。つまり固有名詞、地球で
ただ一つということです。ですから、インター
ネットはサービスの名前のような感じもしま
すけれども、本質的なところは人類が歴史上
初めて手にした地球に一つの空間だというこ
とです。一つの空間というのは、物理的には
地球としてあったわけですけれども、私たち
はそこをベースにして話し合ったり、一緒に

活動したり、何かを作り上げたりすることは
できませんでした。でも、インターネットが
できた、いわゆるアフターインターネットの
時代には、これらがすべてできるようになる
のです。
　そんなことが出来るようになれば面白いな
と思っていたのが20年ほど前ですが、実際に
私たちの生きている物理的な空間、実社会と
完全に溶け込んだのは2020年だと思います。
したがって、これからの社会づくりというの
は、デジタルが溶け込んでいることを前提に
する必要があります。溶け込んでいるという
のはどういうことかというと、私たちの社会
に変化があるわけではありませんが、前提と
している技術の一つに、デジタル技術、すな
わちコンピューターやインターネットという
ものがあるということです。それがあること
の一つの大きなインパクトは、グローバル空
間だということだと思います。
　グローバル空間以外に何があったかな、と
想像しますよね。元からあった世界がありま
す。国際空間です。国と国が調整をしながら
動いていく。私たちに一番馴染みの深い空間
です。インターネットがつくるような、グロー
バルに本当につながってしまう空間というの
は、私たちにはまだ馴染みが少ないのです。
今ご覧いただいている国際空間というのは、
それぞれの国の政府がいて、政府と政府が私
たちの代表として調整していく。これが国際
空間で、世界はすべてそれでできています。
一方、グローバル空間では人と人が直接つな
がり、情報にすぐアクセスできます。つまり、
政府が介していないわけです。
　グローバル空間と私たちの実空間が完全に
一体になると、今までと何が違うのでしょう
か。非常に高速にグローバルな国境を越えて、
位置を越えて、いろいろな情報を共有したり

基
調
講
演

11/18
木

22 ●　第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

ようになりました。
　数字になれば計算できるようになりますの
で、計算機、コンピューターが活躍をします。
コンピューターが社会の中で普及して、それ
らをつなぐインターネットも広まりました。
20年前にIT政策を始めたときは、インター
ネットが誰でも使えるような国にしよう、と
いう理念が語られていました。でも今は全て
の人にとってインターネットが使えるのは当
たり前になってきています。それを前提にし
た社会とはなんでしょうか。IT、ICT、デジ
タルといろいろな言葉を使ってはいますが、
その言葉の意味よりも大事なことは、それを
前提にした私たちの生きている社会。人間が
一人一人支え合う社会。その社会がどのよう
なものであるか、ということだと思います。
インターネットが出現して、コンピューター
をつないでデジタルデータが流通するように
なる。これがデジタル社会の技術的な背景で
はありますが、この上には社会ができます。
それは人間の責任ですよね。人間が社会をつ
くっていくのです。まさに今日のテーマでは
ないかと思います。
　インターネットが人類で最初に成就したこ
とがあります。それは全人類が直接つながる
国境のない初めての空間、地球上で一つの空
間をつくったということです。インターネッ
トは英語で「the Internet」と書きます。「the」
という定冠詞と、キャピタライズした「I」、I
が大文字ですよね。つまり固有名詞、地球で
ただ一つということです。ですから、インター
ネットはサービスの名前のような感じもしま
すけれども、本質的なところは人類が歴史上
初めて手にした地球に一つの空間だというこ
とです。一つの空間というのは、物理的には
地球としてあったわけですけれども、私たち
はそこをベースにして話し合ったり、一緒に

活動したり、何かを作り上げたりすることは
できませんでした。でも、インターネットが
できた、いわゆるアフターインターネットの
時代には、これらがすべてできるようになる
のです。
　そんなことが出来るようになれば面白いな
と思っていたのが20年ほど前ですが、実際に
私たちの生きている物理的な空間、実社会と
完全に溶け込んだのは2020年だと思います。
したがって、これからの社会づくりというの
は、デジタルが溶け込んでいることを前提に
する必要があります。溶け込んでいるという
のはどういうことかというと、私たちの社会
に変化があるわけではありませんが、前提と
している技術の一つに、デジタル技術、すな
わちコンピューターやインターネットという
ものがあるということです。それがあること
の一つの大きなインパクトは、グローバル空
間だということだと思います。
　グローバル空間以外に何があったかな、と
想像しますよね。元からあった世界がありま
す。国際空間です。国と国が調整をしながら
動いていく。私たちに一番馴染みの深い空間
です。インターネットがつくるような、グロー
バルに本当につながってしまう空間というの
は、私たちにはまだ馴染みが少ないのです。
今ご覧いただいている国際空間というのは、
それぞれの国の政府がいて、政府と政府が私
たちの代表として調整していく。これが国際
空間で、世界はすべてそれでできています。
一方、グローバル空間では人と人が直接つな
がり、情報にすぐアクセスできます。つまり、
政府が介していないわけです。
　グローバル空間と私たちの実空間が完全に
一体になると、今までと何が違うのでしょう
か。非常に高速にグローバルな国境を越えて、
位置を越えて、いろいろな情報を共有したり

交換したりできる。つまり、インターネット
の世界ということです。
　もう一つだけ背景を先にお話ししておこう
と思います。これが先ほどお話しした2000
年、日本でIT戦略を始めた頃の状況です。右
上に書いてありますように、世界の人口の６％
がインターネットを使っていたという時代で
す。このうち、アジアでの利用人口のほとん
どは日本が占めていました。アメリカと日本
とヨーロッパで、大体のインターネットの空
間をつくっていたというのが、ほんの20年前
なのです。これが今はどうなっているかとい
うと、世界では人口の約70％がインターネッ
トを使っているという状況です。たった20年
での変化です。
　これが80%、90%になるのには、もう５年
もかからないと思います。そして、少なくと
も2030年にはほぼほぼ100％、つまり世界
中全ての人がインターネットにアクセスして
いるということになると思います。日本は既
にほぼ100%という状態になっていますので、
そういう意味では、日本は先導者として、世
界の未来の社会、デジタル社会をどういうふ
うに動かしていくかということに対する責任
や役割があると思います。特にアジアでは、
今の時点でまだ30％以上の人がインターネッ
トにつながっていません。この人たちがつな
がってくるときのために、健康や教育や経済
に参加するための発想を日本で先導してつく
り、より良い社会をつくったときに、世界に
大きく貢献できるのではないでしょうか。こ
れが、デジタル社会の創成という意味で大事
なことだと思います。
　さらもう一つ背景の説明をさせていただき
たいと思います。グローバルなインターネッ
トとは、どういう原理なのかということです。
インターネットがあって、ウェブがあって、

サービスプラットフォームがある。例えばク
レジットカード情報を送っても、暗号化して
安全に相手まで送れますとか、そういうサー
ビスプラットフォームの要素があって、これ
はすべて地球で共通のものです。これを標準
化といいますけれども、技術が標準化されて
いて、誰でも享受できるようになっています。
　もう一つ重要なことは、享受できるだけで
はないということ。専門家の世界では、英語
ではオーバー・ザ・トップと言います。つま
りインターネットがあって、ウェブがあって、
それからその上で安全なコミュニケーション
ができる。今、私たちがLINEで話をしたり、
私がいま自宅から皆さんにお話をさせていた
だいたりしているのがそうです。技術そのも
のは、それぞれ作られているものですけれど
も、ばらばらに作られていません。プラット
フォームの上に乗って提供されているもので
す。今、鎌倉と私の自宅をつなごうとか、あ
るいは、世界のどの地点でもつながる。こう
いうことは、いまやほぼ自由にできるわけで
す。昔だったら、国際電話や、映像を中継す
るには大変なコストがかかりました。でも、
今はもう殆どコストがかからないですよね。
そういう意味では、コストレスになっている
のです。
　つまり、オーバー・ザ・トップ。私はオーバー・
ザ・トップを授業で説明するときは、日本語
で「ただ乗り」と説明しています。つまり、
インターネットはこのように、ユーザーにた
だ乗りをしてもらって、その中で創造性を発
揮してもらう。夢を実現してもらう。問題を
解決してもらう。こういうところが、とても
重要な、言わばオーバー・ザ・トップ、ただ
乗りの理屈なのです。すると、誰もがやりた
いことをできるようになりますから、コラボ
レーションや、縦の社会が横につながること
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もできるし、新しいことを創造することもで
きるのです。そういうような意味で、この絵
をご説明させていただきました。
　では次は具体的に、どのような恩恵がある
のかということをご説明します。グローバル
な標準化というのは、どれだけのインパクト
を持っているのかということをお話ししたい
と思います。私たちは2005年ぐらいからブ
ラウザ、インターネットのウェブのところ
で、ビデオが自由にやり取りできる仕組みを
標準化として組み入れられないかなという努
力をしてきました。ビデオのエンコーディン
グ、デコーディングというのは、もとはそれ
ぞれ技術が全部違っていました。昔からイン
ターネットを使っていた方は覚えてらっしゃ
ると思いますが、プラグインというのをブラ
ウザに入れる必要がありました。要するに、
送信側と受信側でビデオの送信と受信の技術
を作り上げて、それをユーザーにインストー
ルしてもらい、それで初めてつながる。Real 
Videoなどはそういう仕組みでできていまし
た。これを標準化してしまえば、みんなブ
ラウザに組み込まれているわけですから、ビ
デオや音声でサービスをしようという業者が
新たに開発する必要がない。そういう世界を
つくろうという動きを、2000年の頭から始
めていたのです。これらを議論している仲間
たちは、もう技術がどういう方向にいくか分
かっていますので、ビデオ送信のサービス
を、先手を取って始めたわけです。それがこ
こに書いてあるNetflix、YouTube、Appleや
Amazonです。本当の標準化には10年以上の
時間がかかりました。2016年には本当に誰で
もただで使えるという状況になってくるわけ
です。これが標準化の完成でした。
　そうすると、あとは皆さんご存じのとおり
です。今私が使っているZoomや、ここに書

いてあるようなNetflixをはじめとしたビデオ
サービスがはじまりました。この人たちは、
私の口の悪い表現で言うと、ただ乗りです。
よい意味ですよ。もはやビデオを送るための
技術、受けるための技術を作る必要はないの
で、新しい人はどんどん乗って、それを使え
ばいいわけです。みんな標準化できているか
ら、もうコストはかからないのです。これが
プラットフォームのインパクトです。社会の
プラットフォームをできるだけ使い放題にし
ていくというのが、デジタル社会をつくる上
で、大変重要なことだと思います。
　今、ご覧いただいているのは、エミー賞と
いうテレビの賞です。私が代表して、技術・
工学部門を受賞しました。タイトルは「Full　
TV　Experience」。つまり、テレビと同じ経
験をインターネットでできる。この標準化を
つくったということが、評価の対象になりま
した。これはアメリカのテレビ業界の評価の
対象です。これによって、先ほどご覧いただ
いたように、新しい産業が立ち上がったのです。
　先日、ノーベル賞を受賞された真鍋淑郎さ
んが、インタビューに答えていました。その
なかで、どうして日本人なのにアメリカでの
研究生活を選んだのですかという質問があり
ました。真鍋さんはこう答えました。「コン
ピューターは使いたい放題だったんだよ」と。
そうです。使い放題というのは、新しいこと
をやるときにはすごく大事な概念なのです。
　デジタル社会を進めるというときに、いろ
いろな意味での恩恵は、使い放題になる。た
だで使える。安心して使える。そういう社会
をつくっておけば、人々はやりたいことを専
念してできる。こういうことになるだろうと
私は考えていました。
　2000年にIT戦略を始めたときから、20年
間ずっと、私は日本のデジタル政策にかかわ
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もできるし、新しいことを創造することもで
きるのです。そういうような意味で、この絵
をご説明させていただきました。
　では次は具体的に、どのような恩恵がある
のかということをご説明します。グローバル
な標準化というのは、どれだけのインパクト
を持っているのかということをお話ししたい
と思います。私たちは2005年ぐらいからブ
ラウザ、インターネットのウェブのところ
で、ビデオが自由にやり取りできる仕組みを
標準化として組み入れられないかなという努
力をしてきました。ビデオのエンコーディン
グ、デコーディングというのは、もとはそれ
ぞれ技術が全部違っていました。昔からイン
ターネットを使っていた方は覚えてらっしゃ
ると思いますが、プラグインというのをブラ
ウザに入れる必要がありました。要するに、
送信側と受信側でビデオの送信と受信の技術
を作り上げて、それをユーザーにインストー
ルしてもらい、それで初めてつながる。Real 
Videoなどはそういう仕組みでできていまし
た。これを標準化してしまえば、みんなブ
ラウザに組み込まれているわけですから、ビ
デオや音声でサービスをしようという業者が
新たに開発する必要がない。そういう世界を
つくろうという動きを、2000年の頭から始
めていたのです。これらを議論している仲間
たちは、もう技術がどういう方向にいくか分
かっていますので、ビデオ送信のサービス
を、先手を取って始めたわけです。それがこ
こに書いてあるNetflix、YouTube、Appleや
Amazonです。本当の標準化には10年以上の
時間がかかりました。2016年には本当に誰で
もただで使えるという状況になってくるわけ
です。これが標準化の完成でした。
　そうすると、あとは皆さんご存じのとおり
です。今私が使っているZoomや、ここに書

いてあるようなNetflixをはじめとしたビデオ
サービスがはじまりました。この人たちは、
私の口の悪い表現で言うと、ただ乗りです。
よい意味ですよ。もはやビデオを送るための
技術、受けるための技術を作る必要はないの
で、新しい人はどんどん乗って、それを使え
ばいいわけです。みんな標準化できているか
ら、もうコストはかからないのです。これが
プラットフォームのインパクトです。社会の
プラットフォームをできるだけ使い放題にし
ていくというのが、デジタル社会をつくる上
で、大変重要なことだと思います。
　今、ご覧いただいているのは、エミー賞と
いうテレビの賞です。私が代表して、技術・
工学部門を受賞しました。タイトルは「Full　
TV　Experience」。つまり、テレビと同じ経
験をインターネットでできる。この標準化を
つくったということが、評価の対象になりま
した。これはアメリカのテレビ業界の評価の
対象です。これによって、先ほどご覧いただ
いたように、新しい産業が立ち上がったのです。
　先日、ノーベル賞を受賞された真鍋淑郎さ
んが、インタビューに答えていました。その
なかで、どうして日本人なのにアメリカでの
研究生活を選んだのですかという質問があり
ました。真鍋さんはこう答えました。「コン
ピューターは使いたい放題だったんだよ」と。
そうです。使い放題というのは、新しいこと
をやるときにはすごく大事な概念なのです。
　デジタル社会を進めるというときに、いろ
いろな意味での恩恵は、使い放題になる。た
だで使える。安心して使える。そういう社会
をつくっておけば、人々はやりたいことを専
念してできる。こういうことになるだろうと
私は考えていました。
　2000年にIT戦略を始めたときから、20年
間ずっと、私は日本のデジタル政策にかかわ

らせていただいています。その中で、こうい
うふうにしたほうがいいのでないかというこ
とをお話しするときに、私は民間の有識者で
アカデミズムから参加しているのですから、
高い目標を言わないといけないわけです。か
なり取りづらい高めのボールを投げるわけ
です。これを投げ続けて20年なのですが、
2020年に菅政権ができたときに、すべての高
めのボールを受け止められてしまったなとい
う感じが、私はしています。例えば、新しい
省庁をつくって、情報通信関係のことをきち
んと考える役所をつくらないと駄目じゃない
ですか。これ、高いボールですよね。新しい
省庁なんてできるわけないと心の中で思って、
私も投げていたのですけれども。また、全国
津々浦々の情報システムというのがばらばら
に育っていましたので、これを統一するため
の予算も取れるようにする。これもなかなか
高いボールだったと思います。コロナ禍とい
う背景もあったと思いますけれど、何となく
20年を機会に、とても野心的な体制ができた
と思います。
　デジタル改革関連法案の原案の提案もさせ
ていただきました。縦を横につないで、全て
の役所、それから中央と地方が全部共通につ
ながるようなことを、ぜひやっていきたいと
いうもの。そこに私は「置いてきぼりをつく
らない」ということを書きました。デジタル
社会をつくるためには、コンピューターやス
マホなんて表になくたってよくて、裏に隠れ
ていればいいわけです。例えばみかんにして
も、おいしいみかんを作る農家の方の願いを
デジタル技術でより実現できるようにする。
こういうのがデジタル社会のサポートですか
ら、バックエンドにあればいいのです。そう
すれば、置いてきぼりなんて作られるわけが
ないのです。ところが、デジタルやITが苦手

だったり、よく分からなかったりする人がい
るからやめておこうという判断を、いろいろ
な行政がしていたのです。
　したがって、苦手だから困るのではないよ
うな、サービスの作り方をしなきゃだめだよ
ねという意味で、置いてきぼりはつくらない
というのを、2019年ぐらいから提案していま
した。先週私は、年明け１月のワールドエコ
ノミックフォーラムのダボス会議の原案を考
える会議に参加しました。世界中がそういう
考え方をコンセンサスとしてかなり持ってい
ましたので、今度のダボス会議では、そうい
う論調のアジェンダが出てくると思います。
これまでの30年間、世界中どこでも、ここで
分断を作ってしまいました。これが最大の課
題で、貧富の分断を作ったし、そのこと自体
が政治的な不安定を生みますから、ナショナ
リズムの台頭というのも、ここにつながって
きます。経済を追い求めてきましたが、分断
と、それから安全保障上の課題が出てきまし
た。これが世界の状況です。
　この問題は解決しなければいけません。そ
のために何をするのかというと、人を中心に
考える。人を見る。人のために分断を作らな
い。それから人を救う。人を支える。こうい
う行政を世界中の社会で進めなければいけな
い。このような論調になると思うのです。そ
ういう意味では、デジタル庁政策のためのこ
のような方向性というのは、かなり国際的な
方向性にもなるかと思います。ただ、それだ
けだと分かりにくいので、医療・健康・防災・
教育という重点領域を見たほうがいい。この
中で本当にできることをやっていこう。そう
いうことを仕掛けるべきだということを私は
言いました。
　いろいろな地方行政についても提案をしま
した。世界中の人に聞くと、日本は世界一
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安全な国だと言います。私たちもそう思って
いますよね。津々浦々隅々までどうして安心・
安全なのかというと、交番があるからではな
いかと思うのです。それからやはり基礎自治
体が非常にいい。さらに、災害のときを考え
てみると、コミュニティの助ける力があって、
これも日本の誇りを持てる部分だと思います。
　交番が日本中至るところにあるというのは、
当たり前のことですが、何だかすごいことだ
と思いませんか。最近警察の方とお話しする
ことがありましたが、おまわりさんというの
は、いつもアップデートしているのだそうで
す。つまり、体力が落ちてないかとか、新し
い法律がどうなったのかとか、常に勉強して
いただいているのだそうです。OA化が始まっ
たときにも、私は警察の方とご一緒したこと
があるのですが、そういう新しいことも勉強
されているのです。
　そうすると、デジタル化の一つの鍵をおまわ
りさんに担っていただく、デジタル社会を支え
るおまわりさんということを考えていただける
とよいのではないかなと、警察の方に期待をし
ています。同様に、一人も置いてきぼりをつく
らないためには、全国津々浦々、確実に隅々ま
で行かなければいけないので、先ほども触れた
コミュニティや、お助け隊のようなもの、それ
からそういった業務、保険であるとか、郵便な
ど全てのステークホルダーが協力をする体制を
つくらなければいけません。
　私は「置いてきぼりをつくらない」と言っ
ています。しかし、今、デジ庁のホームペー
ジを見ると「誰一人取り残さない」と書いて
あります。誰一人取り残さないというのは、
ご 存 じ の よ う にSDGsの「No　one　left　
behind」の理念からきています。これも大
変良いことだと思うのですけが、私は何とな
く「置いてきぼりをつくらない」ほうがいい

かなと思っています。その理由は、置いてき
ぼりを作らないというのは、置いてきぼりを
中心に見ているじゃないですか。「No　one　
left　behind」というと、取り残しているも
のが後ろ（ビハインド）にあるということは、
後ろの置いて行かれる人のほうを向いていな
いだろうと思うのです。ここにちょっとこだ
わりまして、私は「置いてきぼりをつくらな
い」と提案しましたが、何となくいまは、「誰
一人取り残さない」になってしまったのです。
これはちょっと愚痴みたいなものなのですが、
お話ししておきたいことです。
　やらなければいけないと思うことがいくつ
かあります。まず、霞が関完全デジタル化。
いまの霞が関はすべてがデジタル化できてい
ません。地方行政サービスシステムとの連携、
サイバーセキュリティとの連携、データ社会、
技術標準化の体制、世界との調整などです。
　当時、デジタル改革担当大臣だった平井卓
也さんと一緒にいろいろな準備をして、2020
年９月１日にデジタル庁ができました。ずっ
と努力をされていた平井さんが、菅内閣のも
とで初代デジタル大臣になりましたが、わず
か１か月で政権交代があり、今度の政権では
牧島かれんさんがデジタル大臣になりました。
神奈川の方です。これはその最初の記事です。
この記事を見ると、牧島さんが行政改革と規
制改革も担当しますと書いてあります。デジ
タル社会をつくって、規制改革、行政改革の
両方を担当されるということですから、新し
い社会の仕組みづくりと、行政の仕組みづく
りと改革も担当されるということです。その
ほかにも、個人情報保護、サイバーセキュリ
ティ、それからDFFT（データ・フリー・フロー・
ウィズトラスト＝信頼に基づいた国際データ
流通の提案）も担当されるということです。
つまり関連する政府のアクションをすべて
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安全な国だと言います。私たちもそう思って
いますよね。津々浦々隅々までどうして安心・
安全なのかというと、交番があるからではな
いかと思うのです。それからやはり基礎自治
体が非常にいい。さらに、災害のときを考え
てみると、コミュニティの助ける力があって、
これも日本の誇りを持てる部分だと思います。
　交番が日本中至るところにあるというのは、
当たり前のことですが、何だかすごいことだ
と思いませんか。最近警察の方とお話しする
ことがありましたが、おまわりさんというの
は、いつもアップデートしているのだそうで
す。つまり、体力が落ちてないかとか、新し
い法律がどうなったのかとか、常に勉強して
いただいているのだそうです。OA化が始まっ
たときにも、私は警察の方とご一緒したこと
があるのですが、そういう新しいことも勉強
されているのです。
　そうすると、デジタル化の一つの鍵をおまわ
りさんに担っていただく、デジタル社会を支え
るおまわりさんということを考えていただける
とよいのではないかなと、警察の方に期待をし
ています。同様に、一人も置いてきぼりをつく
らないためには、全国津々浦々、確実に隅々ま
で行かなければいけないので、先ほども触れた
コミュニティや、お助け隊のようなもの、それ
からそういった業務、保険であるとか、郵便な
ど全てのステークホルダーが協力をする体制を
つくらなければいけません。
　私は「置いてきぼりをつくらない」と言っ
ています。しかし、今、デジ庁のホームペー
ジを見ると「誰一人取り残さない」と書いて
あります。誰一人取り残さないというのは、
ご 存 じ の よ う にSDGsの「No　one　left　
behind」の理念からきています。これも大
変良いことだと思うのですけが、私は何とな
く「置いてきぼりをつくらない」ほうがいい

かなと思っています。その理由は、置いてき
ぼりを作らないというのは、置いてきぼりを
中心に見ているじゃないですか。「No　one　
left　behind」というと、取り残しているも
のが後ろ（ビハインド）にあるということは、
後ろの置いて行かれる人のほうを向いていな
いだろうと思うのです。ここにちょっとこだ
わりまして、私は「置いてきぼりをつくらな
い」と提案しましたが、何となくいまは、「誰
一人取り残さない」になってしまったのです。
これはちょっと愚痴みたいなものなのですが、
お話ししておきたいことです。
　やらなければいけないと思うことがいくつ
かあります。まず、霞が関完全デジタル化。
いまの霞が関はすべてがデジタル化できてい
ません。地方行政サービスシステムとの連携、
サイバーセキュリティとの連携、データ社会、
技術標準化の体制、世界との調整などです。
　当時、デジタル改革担当大臣だった平井卓
也さんと一緒にいろいろな準備をして、2020
年９月１日にデジタル庁ができました。ずっ
と努力をされていた平井さんが、菅内閣のも
とで初代デジタル大臣になりましたが、わず
か１か月で政権交代があり、今度の政権では
牧島かれんさんがデジタル大臣になりました。
神奈川の方です。これはその最初の記事です。
この記事を見ると、牧島さんが行政改革と規
制改革も担当しますと書いてあります。デジ
タル社会をつくって、規制改革、行政改革の
両方を担当されるということですから、新し
い社会の仕組みづくりと、行政の仕組みづく
りと改革も担当されるということです。その
ほかにも、個人情報保護、サイバーセキュリ
ティ、それからDFFT（データ・フリー・フロー・
ウィズトラスト＝信頼に基づいた国際データ
流通の提案）も担当されるということです。
つまり関連する政府のアクションをすべて

牧島大臣、小林副大臣、それから山田政務官
で担当されるということです。この横のつな
がりは、これも高いボールの１つで、できれ
ばいいなと思っていたことなのですが、これ
が実現できたということでございます。
　デジタル庁の組織体制図をお見せしていま
すが、右上に書かれているトップの人材に民
間をかなり採用しているということが重要な
点です。デジタル大臣のすぐ下に書いてある、
デジタル監も民間人。それから青いところに
あるCxO（各分野の最高責任者）もすべて民
間人です。かなりいろいろなところに民間人
が入っています。行政のなかで民間人が活躍
するというのはすごく大事なことですけれど
も、特にデジタル社会で技術や経験を持って
いたり、サービスを作っていたりする方は少
ないので、この方たちが行政システムの中に
入るというのはとても大事なことです。これ
を国政レベルでやるのはなかなか大変だった
と思います。初めの法制のところから、この
体制を書いていただきましたが、こういう体
制を作るということはまだ例が少ないので、
とても大変だったと思います。しかし、こう
いった霞が関の官庁において民間主導ででき
るということを、ほかの省庁に広げていくと
いうことも大事なのではないかなと思いまし
た。
　地方に対して、私はいろいろな妄想を持っ
て い ま す。 一 つ め は デ ー タ 納 税。 今 回 の
COVID-19のときに、人流を見るのに携帯電
話会社のプライベートなデータを使っていま
す。テレビで「今日の渋谷の人出」など流れ
ていましたよね。あれは携帯電話で取得した
位置情報から個人情報を取り除いて使ってい
るデータです。ああいうものをパブリックデー
タとして、もうちょっと使えるのではないか
と思うのです。そのためには、民間がデータ

を納品したときに、オープンデータと一緒に
共有できるような仕組みが必要で、インセン
ティブはなければだめだから、例えばデータ
で納税するとかそんなこともできていいので
はないか、なんていうことも言っています。
　さらに、先ほど申し上げたお助け隊をたく
さん作りたいとか、それから避難所について
も考えています。基礎自治体の本当の役割は、
防災にあります。私は、災害が起こるたびに、
その災害地に行ってインターネットがちゃん
とつながるようにしようという活動をずっと
続けています。その際に気が付いたことが、
ここに書いてあります。避難所となり得る施
設はたくさんあるのですが、それぞれ所管す
る行政組織が異なります。すると、業務が縦
割りになってしまいますので、誰が責任持っ
て避難所のインターネットを提供するのかを
考えることが今まですごく難しかったのです。
これを国民目線に立ち、縦割りを廃してどの
ようにインターネットが提供できるのかを考
える。これもデジタル社会をつくっていく上
で、大変大きな課題だと思います。
　そして、地方では教育がとても大事だとい
うこと。後で出てきますけれど、とにかく教
育が東京一極集中を呼び込んでいるのです。
したがって、良い教育がインターネット上で
プロモートできるMOOC（Massive Open 
Online Course）という仕組みを使ったらど
うかということも考えています。
　いろいろな情報システムそのものを根本的
に変えるためのインフラ。これもアプローチ
しなければいけないということで、デジ庁の
ほうでもかなり準備をしています。今まで縦
だったシステムを横につなぐということです。
岸田政権が「デジタル田園都市国家構想」と
いうものを掲げています。それに関してこち
らをご覧ください。真ん中から下は、日本が
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誇るインフラです。光ファイバーが日本中に
行き届いていて、さらにその上に5Gができて
いるところです。これと全く同じような形で、
既存の光ファイバーを使ったインターネット
サービスを、民間のISPと連携して、全国の
自治体のために政府自らが提供する。そうい
うコンセプトで、つながってない地方自治体
はない、つながってない地方自治体の施設は
ない。こういうことを、それこそ、言わばお
金をかけないでつなげることができるように
しなければいけないのではないかというふう
に言っています。
　これに関連して、先週から大きな動きがあ
りました。一つはデジタル田園都市国家構想。
これは若宮大臣が担当になって、とにかく地
方までデジタルテクノロジーの恩恵が行き届
くようにしようということです。これを見て
ください。東京圏への年齢階層別転入超過数
の推移を見ると、明らかに10代と20代が多い
です。これは教育が原因なのです。この東京
一極集中を解決するために、日本のどこにい
てもよい教育が受けられるようにするのが大
事です。それからこちらには、牧島さんが田
園都市国家構想の中に、デジタル庁として何
をやるべきか、というのが書いてあります。
　これは現在の行政イメージです。一般論で
すが、いまは、それぞれのサービスがサービ
スプロバイダーとしての行政業務で分かれて
いますので、窓口がそれぞれで分かれている
とか、書類がそれぞれに分かれるということ
がどうしても起こってしまっています。これ
をデジタルテクノロジーの力で国民、市民に
とって分かりやすい、使いやすいようにしな
ければいけません。
　二つ目はデジタル臨調（デジタル臨時行政
調査会）が一昨日行われました。これはデジ

タル改革、規制改革、それから行政改革をど
ういうふうにするのかという規制改革会議を
中心にした新しいルールベースの課題をどう
やって解くのかというものです。
　デジタル田園都市国家構想とデジタル臨調
の両輪で、日本の社会がデジタル社会として
生まれ変わるということだと思います。
　そろそろまとめに入ります。一番大事なこ
とは、もちろん日本の社会が隅々までよくな
ることですが、そのときに私たちはグローバ
ルな空間と合成された新しい空間にいるとい
うことです。世界との距離は近く、世界のマー
ケットに対してもいろいろな産業を発展させ、
世界に貢献できる。このような意味を持って
います。そして、人間が中心であるというこ
とを考えて進めていくということが、日本の
使命です。また、技術というものは発展すると、
どうしても悪用、濫用するひとが出てきます。
これはインターネットができたころ、あるい
は20年前ともまったく状況が異なります。し
かし、悪用濫用は出てきますが、その逆の正
しい利用、つまり善用ということを考えると、
日本には本当に強い期待を世界中の人が持っ
ているのです。たとえば大災害に見舞われた
ときに、人と人が助けあうとか、きちんと行
列を作るとか、善いことをする社会というの
は、日本の文化じゃないですか。そういう意
味で、日本風に「デジタル道」つまり、次の
世代のためにも恥ずかしくない道、日本のデ
ジタル道とは何だと、いうこと考えてみると、
日本独自のデジタル社会づくりに誇りをもっ
て取り組めるのではないかというふうに思い
ます。
　私からの話は、以上でございます。ご清聴
どうもありがとうございました。
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